
 

げ
な
げ
な
噺 

・
清
崎
の
田
内
、
塩
津
、
小
代
、
神
田
の

田
代
、
平
山
そ
し
て
四
谷
の
大
代
は
黒
瀬

郷(

約
四
百
八
十
年
前)

か
ら
独
立
、
田
内

郷
と
し
て
各
地
域
を
包
括
し
て
い
た
。 

・
鞍
掛
山
を
中
心
に
「
神
田
」、「
田
代
」
、

「
田
内
」
、「
小
代
」
、「
大
代
」
、「
下
モ
田
」
、

「
田
の
口
」
、「
棚
田
」
、「
池
田
」
、「
百
田
」

な
ど
田
ん
ぼ
に
関
わ
る
地
名
が
多
く
、
大

昔
か
ら
鞍
掛
山(

湧
き
水)

の
恩
恵
は
大
き

か
っ
た
。 

設
楽
町
の
小
代
集
落
は
明
治
十
一
年
、

郡
区
町
村
編
成
施
行
に
よ
り
設
楽
郡
は

南
北
に
分
け
ら
れ
大
代
村
の
分
地
小
代

は
清
崎
村
に
合
併
し
た
。
鞍
掛
山
は
現
在
、

設
楽
町
地
内
で
あ
る
が
、
も
し
、
小
代
が

大
代
村
字
小
代
で
あ
っ
た
な
ら
鞍
掛
山

は
新
城
市
四
谷
で
あ
っ
た
か
？
な
ど
と

有
ら
ぬ
こ
と
を
思
っ
て
み
た
。 

(

舜)

は
時
に
触
れ
、
地
域
の
歴
史
や
出
来

事
な
ど
を｢

千
枚
田
だ
よ
り｣

や
「
寄
稿
文
」

に
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
基
に

時
々
勘
違
い
が
ネ
ッ
ト
に
流
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
「
約
四
百
年
前
に
は
、
す
で

に
田
ん
ぼ
が

あ
っ
た
…
」
が
、

「
約
四
百
年

前
に
開
墾
さ

れ
…
」
と
か
、

「
繰
り
返
す
山
崩
れ
に
め
げ
ず
…
」
な
ど
、

ま
た
、
秒
間
二
十
㍑
の
湧
水
が
…
に
お
い

て
も
、
昭
和
三
十
年
後
半
に
は
鞍
掛
山
全

域
で
「
ワ
ラ
ビ
採
り
」
が
で
き
た
当
時
の

事
で
、
今
で
は
植
林
さ
れ
た
針
葉
樹
が
木

材
の
需
要
低
迷
で
放
置
林
化
さ
れ
、
湧
水

が
枯
渇
、
秒
間
七
～
十
㍑
程
度
ま
で
に
減

っ
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
は
千
三
百
枚
近

く
あ
っ
た
田
ん
ぼ
も
減
反
施
策
で
四
百

余
枚
、
皮
肉
に
も
、
水
量
と
耕
作
枚
数
の

バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
。
昔
は
確
か

に
雨
が
降
っ
て
も
濁
る

こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

大
雨
が
降
っ
て
も
水
源

の
不
動
様
の
湧
水
が
増

え
る
の
は
数
日
後
か
ら

一
ケ
月
近
く
も
か
か

り
、、
逆
に
急
に
水
量
が

減
る
と
雨
が
降
っ
た
も

の
だ
が
、
今
で
は
降
っ

た
雨
は
草
木
一
本
な
い

荒
廃
林
を
流
れ
下
り
、

一
旦
水
と
と
も
に
濁
り

も
覚
え
て
し
ま
っ
た
。
余
計
な
こ
と
で
は

あ
る
が
、
森
林
対
策
を
疎
か
に
す
る
と
各

所
で
湧
き
水
は
枯
渇
、
雨
頼
り
の
時
代
に

な
っ
て
し
ま
う
。
す
で
に
半
世
紀
前
と
比

べ
る
と
、
こ
の
地
方
の
河
川
水
は
半
減
ど

こ
ろ
か
三
割(

渇
水
期
測
定)

ま
で
に
減
少

し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。 

・
四
谷
の
千
枚
田
は
山
崩
れ
が
頻
発
、
そ

の
場
所
を
再
度
、
開
墾
し
…
な
ど
と
云
わ

れ
て
い
る
が(

舜)

の
独
断
と
偏
見
で
歴
史

を
紐
解
く
と
山
崩
れ
は
永
禄
十
年

(1
5

6
7

)

、
今
を
遡
る
こ
と
四
百
五
十
一
年

前
に
赤
松
神
社
大
代
地
内
の
山
崩
れ
の

記
録
と
明
治
三
十
七
年(1

9
0

4
)

の
山
津

波
が
記
録
に
あ
る
。
二
つ
の
山
崩
れ
は
、

共
に
天
王
川
上
流
の
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で

発
生
、
前
者
は
赤
松(

通
称:

ま
ん
じ
ゅ
う

山)

の
大
代
向
き
で
字
名
も
「
大
崩

オ
オ
ナ
ギ

」
と
な

っ
て
い
る
が
人
災
、
災
害
規
模
な
ど
の
記

録
は
な
い
。
後
者
は
死
者
十
一
人
、
怪
我

三
十
四
人
、
家
・
本
戸
四
、
釜
屋
一
、
隠

居
屋
三
、
馬
二
頭
と
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

ナ
ギ
元
は
あ
ま
り
大
き
く
感
じ
な
い
が

長
雨
に
よ
る
地
崩
れ
で
栃
の
木
が
小
沢

を
塞
ぎ
ダ
ム
と
な
り
、
決
壊
し
て
は
ダ
ム

と
が
三
か
所
で
起
こ
り
、
約
六
百
㍍
の
間

に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か

ら
地
元
で
は
山
津
波
と
云
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
在
の
佐

賀
地
内
に
通
称:

小
野
組
と
い
う
集
落
が

あ
り
、
与
良
木
の
サ
カ(

小
字
名)

へ
集
団

移
転
し
た
事
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
諸
説
あ
り
、
山
崩
れ
が
原
因
で
あ
っ
た

か
は
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
、
知
恵
者(

古

老)

や
移
住
者
宅
な
ど
か
ら
の
聞
き
取
り

か
ら
「
…
で
、
あ
っ
た
で
は
な
か
ろ
う

か
？
」
を
推
察
し
て
み
た
。
①
通
称:

小
野

か
ら
与
良
木
字
サ
カ
へ
集
団
移
転
し
た

家
屋(

昭
和
初
期
の
戸
主)

は
今
泉
弥
三
郎
、

原
田
豊
穂
、
原
田
勝
造
、
塚
田
重
作
、
原

田
清
吉
、
原
田
彦
吉
、
今
泉
五
三
郎
、
松

下
仙
重
で
あ
り
現
在
は
二
戸
が
住
ん
で

い
る
。
②
集
団
移
転
し
た
経
緯
と
時
代
に

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
定
か
な
記

録
は
な
く
、
移
転
し
た
家
屋
跡
な
ど
は
見

ら
れ
な
い
が
移
住
者
の
田
ん
ぼ(

地
権
者)

や
宮
地
が
纏
ま
っ
て
あ
り
、
今
を
以
っ
て
、

借
地
の
年
貢
に
酒
一
升
を
届
て
お
り
、
現

在
の
水
車
小
屋
か
ら
上
方
に
集
落
が
あ

っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
移
転
し
た
経

緯
に
つ
い
て
は
「
天
保
の
山
崩
れ(

約1
8
0

年
前)

」
と
か
「
天
正
元
年(1

5
7
2
)

 

新
し
い

伊
那
街
道
開
通
と
と
も
に
、
そ
の
街
道
沿

い
に
集
団
移
転
し
た
…
」
な
ど
の
説
も
あ

る
が
前
者
は
す
で
に
集
団
移
転
し
て
い

る
し
、
後
者
は
赤
松
の
山
崩
れ
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
あ
た
る
に
も
関
わ
ら
ず
災
害
記

録
も
な
い
し
、
伊
那
街
道
開
通
と
と
も
に

移
転
し
た
…
」
に
も
疑
問
が
生
じ
る
。(

舜)

は
古
老
や
移
住
者
家
か
ら
の
「
げ
な
げ
な

噺
」
的
に
纏
め
て
み
る
と
、
集
落
全
戸
が

一
斉
に
移
転
し
た
原
因
は
急
峻
な
鞍
掛

山
か
ら
、
い
つ
何
時
、
転
石(

昭
和
三
十
年

初
頭
ま
で
は
、
ほ
ぼ
全
山
草
刈
り
場
で
あ

っ
た
。)

が
あ
る
か
危
険
を
背
負
っ
て
の
暮

ら
し
か
ら
、
よ
り
安
全
な
場
所
へ
の
集
団

移
転
は
大
き
な
決
断
で
あ
つ
た
と
思
わ

れ
る
。
で
は
、
何
時
頃
の
時
代
で
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
は
移
住
者
宅
の
位
牌
や
聞

き
取
り
、
ま
た
、
歴
史
年
表
な
ど
に
小
野

村
の
記
載
が
表
れ
る
こ
と
か
ら
約
二
百

八
十
年
か
ら
三
百
四
十
年
前
頃
の
出
来

事
と
推
察
し
た
。(

与
良
木
村
は
見
当
た
ら

な
い)

い
ず
れ
に
し
て
も
ネ
ッ
ト
を
開
く

と
四
谷
の
千
枚
田
は
「
山
崩
れ
、
山
崩
れ
」

と
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
根
境
の
後
ロ
山(
俳

優:

渡
辺
い
っ
け
い
さ
ん
の
母
親
の
在
所)

に
も
二
十
数
枚
の
棚
田
が
あ
り
、
大
代
や

与
良
木
の
衆
が
耕
し
て
い
た
が
、
鞍
掛
の

裾
に
広
が
る
台
地(

通
称:

大
平)

の
た
め
か

転
石
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。
逆
に
大
林

集
落
は
転
石
の
危
険
度
も
高
く
、
昨
年
ま

で
に
落
石
防
止
柵
を
設
置
し
た
り
、
転
石

の
危
険
度
の
高
い
巨
岩
を
破
砕
し
た
り

し
て
集
落
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
の
地
は
、
約
千
五
百
万
年
前

の
第
三
紀
設
楽
層
群
で
、
鞍
掛
山
、
宇
連

山
、
棚
山
、
鳳
来
寺
山
は
設
楽
火
山
の
名

残
の
山
で
あ
り
、
地
殻
変
動(

火
山
活
動)

に
よ
る
土
石
流
の
あ
っ
た
処
で
も
あ
り
、

田
ん
ぼ
の
石
積
み
を
見
れ
ば
山
か
ら
転

が
っ
て
き
た
こ
と
が
よ
く
解
る
。 

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー 

 

二
月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
「
新

城
市
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
の
ガ
イ
ド
を
行

っ
た
。
こ
の
事
業
は
愛
知
県
在
住
の
外
国

人
に
新
城
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
集
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

十
一
日
は
中
国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
ア

ジ
ア
圏
の
家
族
、
大
学
生
、
社
会
人
で
、

ガ
イ
ド
よ
り
も
流
暢
な
日
本
語
の
質
問

が
飛
び
交
っ
た
。
千
枚
田
で
は
自
然
の
豊

か
さ
と
急
傾
斜
の
田
ん
ぼ
を
守
る
お
百

姓
さ
ん
の
力
強
さ
を
称
賛
。
鳳
来
寺
山
の

東
照
宮
で
は
徳
川
家
康
生
誕
の
話
に
興

味
深
々
、
驚
い
た
こ
と
に
信
長
、
秀
吉
、

家
康
を
よ
く
知
っ
て
い
た
が
長
篠
合
戦

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

十
二
日
は
エ
ジ
プ
ト
、
エ
ク
ア
ド
ル
、

イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
か
ら
で
，
多
様
性
に
富

ん
だ
千
枚
田
の
説
明
を
名
古
屋
大
学
の

学
生
さ
ん
の
細
や
か
な
通
訳
に
聞
き
入

っ
た
。
日
本
三
大
急
傾
斜
地
の
石
積
み
の

棚
田
を
見
て
「
日
本
の
ビ
ラ
ミ
ッ
ト
」
だ

と 

称
賛
。
こ
の
、
二
日
間
、
異
国
人
と

の
触
れ
合
い
に
満
足
感
を
得
た
。 

             
 

朝
、
思
い
付
き
で
、
蕾
の
付
い
た
梅
の
木

に
ツ
ラ
ラ
の
花
を
咲
か
し
喜
ば
れ
た
。 

研
修
旅
行 

 

二
月
二
十
四
日
、
連
谷
明
朗
ク
ラ
ブ
は

日
帰
り
の
研
修
旅
行
を
三
河
温
泉
「
海
遊

亭
」
大
衆
演
劇
の
観
劇
と
海
鮮
料
理
・
カ

ラ
オ
ケ
バ
ト
ル
、
ま
た
、
海
産
物
直
売
店

「
ヤ
マ
ス
イ
」
の
視
察
を
行
う
。 
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松指岩の石積棚田(大林地内) 


